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 東京女子医科大学学会 第36回総会

        （昭和45・9・27）

        特別講演
麻酔とはどんな状態か  脳電気活動からみた麻酔状態の解析

      藤 田 昌雄教授

シンポジウム 迪�k」
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〔雑 報〕

 ○東京女子医科大学学会第36回総会

 日時 昭和45年9月27日（日）8．30～17・00時

 場所 東京女子医科大学本部講堂

 一般演説 30題

 〔特別講演〕麻酔とはどんな状態か一丁電気活動から

みた麻酔状態の解析

      東京女子医大教授 藤津］ 昌雄（麻酔科）

 〔シンポジウム〕 “交通災害”

           司会 織畑 秀夫教授（外科）

 1．交通災害の疫学    石井 妙子教授（衛生）

 2．自動車運転に伴う身体的変化について

              菊地 鐘二教授（生理）

 3．交通災害における死因について

              平瀬 文子講師（法医）

 4．頚髄損傷について 大井 淑雄講師（整形外科）

 5，交通災害における頭部外傷

             喜多村幸一教授（脳外科）

    庶務会計報告       佐藤イクヨ幹事

 1）会員

 会員数929名（昭和45．9．14現在）

    正会員 学内504名，学外419名

    名誉会員 6名

    新入会員112名，退会49名

 2） 学会

 本会は昭和5年東京女医学会として創設され，戦時中

に日本女子医学研究会と改めて存続し得，戦後大学昇格

と共に東京女子医科大学学会と改称して学会を継続した

ので，本年は創設41周年に当る．学会の主なる仕事は，

総会，例会7回，雑誌発行である．

 ① 総会 昭和44年9月28日に第35回総会挙行，一般

課題24題，特別講演は渡辺宏助教授，シンポジウムは

「リハビリテーション」で森崎直木教授司会の下に5氏

により分担された．講演終了後新校舎前で記念撮影．

 懇親パーティーを午後5時より新校舎会議室で挙行し

第35回記念総会を祝った．

 本日の第36回総会は，快晴に恵まれ，早朝8時半より

開始．一般演題は30題で例年より多く，5題を午後に廻

した．特別講演，シンポジウムは前記のごとくである、

交通災害の激増は現在社会の憂慮すべき一大関心事で，

このシンポジウムは大いに期待される．

 ② 例会 44年度は例年通り年6年回開いたが，総会

以後秋季に空白があるので，評議員会の決議により本年

度から10月を加えて年7回に改めた．例年のごとく5月

22日（吉岡弥生先生のご命日）の例会では，第9回吉岡

研究奨励金授与式を行なった．本年度受賞者は，横田和

子（小児科），小暮美津子（眼科）の2氏．続いて昨44年

度受賞者小野恵（衛生），高取悦子・沼尾智代子（小坂

内科）諸氏で2題の研究成果が発表された，

 3） 東京女子医科大学雑誌

 月刊の総合医学雑誌で，毎月25日発行，東京女子医科

大学の機関雑誌である．昭和44年度第39巻の最終頁は

975頁（前年度より50頁増）巻末に総目次（和・英），人

名索引をつけた．発行部数は44年度ユ，050部，45年度

1，150部．会員に配布するほか，交換雑誌174種，寄贈

20．原稿の集まり方はほぼ順調で，定時発行している

が，夏以来少ないので，秋の学会の報告をどしどし寄稿

されたい．

 4）会議

 ○幹事会 毎月1回，幹事10名で雑誌の編集，学会運

営の協議など行なう．

 ○評議員会（年2回以上開催）本会の重要事項を協議

昭和44年度 会計報告

会
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   費
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刷  代

告  鴨

付  金

総会懇親会々費収入
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の  部

1，402，013円
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 30，000

 12，50ユ

 10，548

3，344，660

3，344，660円
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する。44年度は6月4日，9月17日（臨時），11月！9日の

3回挙行。

 6月の主要議題は第35回総会の件．

 9月の臨時評議員会で学会会費改正 （従来の年額

2，000円を2，500円に），雑誌一部定価改正（400円を450

円に），これを第35回総会の承認を得て，45年1月より

実施．掲載料改正は39巻8号より実施している．

 11月の会で第36回総会の大体を決めた．例会を従来の

年6回を7回とする事を決定．

 例会の綜説担当者を昭和46年度，47年度分まで決定．

総会の特別講演者を昭和48～50年度まで決定．

 46年6月3Eiの評議員会で第36回総会の件詳細を協議

し，シンポジウム分担者を発表された．

 5） 会計報告

 昭和44年度会費は2，000円，納入率81，5％，詳細は表

示のごとく，572，302円の赤字となったが，大学当局の

ご援助によって決済し得たことを感謝して報告する．45

年度応問集計 （1月～8月）では，会費が本年度より

2，500円に改正され，納入率も65％強で，現在のところ

収支つぐなっているが，物価上昇の折柄，会費完納を切

にお願いする次弟である．

 ○幹事会

 日時 II召和45年11月6日（金）午後3時より

 場所 東京女子医科大学中央校舎学会室

 議題 1．評議員会の件

    2，48年度例会における綜説担当者の予選

 ○評議員会

 日時 昭和45年11月24日目火）午後3時より

 場所 東京女向医科大学中央校舎1階会議室

 議題

 1．第37回総会の件

  1） 」厨日 li召不046｛属9月26日（［LD 8＝30～17：00

  2） 演題募集数 約30題

  3） 演題締切日 46年7月1日（木）

    抄録800字程度を添え，演老に○印をつける．

  4）演説時間 1題7分，討論2分
  5） 特別講演担当老

 題一母子保健25年の反省 石井 妙子教授（衛生）

6） シンポジウムの題と司会者決定

 題一「臓器移植」

         司会者 榊原 任教授（心研）

追って司会老から分担講演者をきめられる．

2。例会の綜説担当者（48年度分）を次のごとく決定．

！月 今野 草二教授（心研外科）

2月 水野 美淳助教授（小坂内科）

4月 堀  原一教授（心研理論外科）

5月南孝雄助教授（麻酔科）
6月 近藤 瑞香講師（心研内科）

10月 末田田鶴子講師（精神科）

12月 藪田敬次郎助教授（小児科）

3．会計報告（昭和45年度中間報告1～10月）

○幹事会

日時 昭和45年12月7日（火）午後3時より

場所 東京女子医科大学中央校舎学会動

議題 東京女子医科大学雑誌第41巻1・2合併号編

   集．本号は第36回総会記念号とし，15篇を収録

   した．            （佐藤記）

編集後記

 昭和45年も後1週間で終ろうという年の瀬に，毎年の

ことながら交通災害死亡数が1万6千2百余と，昨年を

上回ることが報道されていた。

 本誌のシンポジウム「交通災害」も自動車による災害

を主体として治療と予防について講演されたが，いかに

難しい問題であるかということが痛感された．

 一口に交通戦争といわれている通り，今まで健康その

ものであった若い青年が一瞬にして生命を失う事実は正

に戦場における姿である．これこそ日本が戦後に得た平

和の中から生れた工業化と科学技術の進歩，そして経済

の上昇が産み出した公害の最たるものと思う．公害法案

が国会でもまれているのをテレビで見たとき，ふと自動

車災害が公害とみなされていないことに気付いたのであ

る．来年こそは交通災害を激減さぜたいものである．

            （昭和45，12，23．織畑記）

               〔正  誤〕       第40巻12号

〔原著〕 老人の保健に関する考察 小野 恵 820頁表13 のうち 全国， 1，24，の各空欄は下記の通り．

表13

笑才以剖海難
全 国

1 北海道

6，340，361   4，061，821

249，3181   149，590

24  三三  重  1   132，216 1    60，720 ；
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